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令和６年中火災救急救助白書について 

 

○火災救急救助白書について 

 令和６年１月１日から１２月３１日までに発生した火災、救急、救助状況の速報値です。 

 救急出動件数は２年連続で過去最多を記録しており、救急車のひっ迫状態も発生してい

ることから、救急車の適正な利用にご理解・ご協力をお願いします。 

  

１．火 災 

火災件数は108件で、前年と比較すると58件の減少となった。 

種別では、建物火災が67件で最も多く、全体の約62パーセントを占めた。 

 

 

 

前年

###

　火災件数                                                             　　　　　　　　　　　 (単位:件)  △減 1

2

###

4

3

      地域別

年中

令和6年 （36）70 13 12 （1）5 1 7 （37）108

令和5年 （32）74 （35）46 （7）23 3 3 （1）17 （75）166

比　較 △ 4 △ 33 △ 11 2 △ 2 △ 10 △ 58

※（ ）内は網戸を焼損した不審火によるもの

 (2)火災出動人員

　市全体では108件(対前年比58件減)の火災が発生しました。これは、約3日に1件の割合で

火災が発生したことになり、火災による死傷者については､死者3人(対前年比1人増)､負傷者

5人(同7人減)でした｡地域別に見ると栃木地域が70件(同4件減)､大平地域が13件(同33件減)､

藤岡地域が12件(同11件減)､都賀地域が5件(同2件増)､西方地域が1件(同2件減)､岩舟地域が7

件(同10件減)発生しました｡

栃　木 大　平 藤　岡 都　賀 西　方 岩　舟 合　計

　火災種別      (単位:件)  △減

順

#

3

2

1

    地域別

種別

令和6年 （36）56 3 2 （1）3 0 3 （37）67

令和5年 （32）49 （35）41 （7）11 2 2 （1）4 （75)109

比　較 7 △ 38 △ 9 1 △ 2 △ 1 △42

令和6年 0 2 0 0 0 0 2

令和5年 1 0 0 0 0 3 4

比　較 △ 1 2 0 0 0 △ 3 △ 2

令和6年 3 2 3 0 0 0 8

令和5年 7 2 0 0 0 3 12

比　較 △ 4 0 3 0 0 △ 3 △ 4

令和6年 11 6 7 2 1 4 31

令和5年 17 3 12 1 1 7 41

比　較 △ 6 3 △ 5 1 0 △ 3 △ 10

令和6年 （36）70 13 12 （1）5 1 7 （37）108

令和5年 （32）74 （35）46 （7）23 3 3 （1）17 （75）166

比　較 △ 4 △ 33 △ 11 2 △ 2 △ 10 △ 58

※（ ）内は網戸を焼損した不審火によるもの

(4)損害額

年　中 栃　木 大　平 藤　岡 都　賀 西　方 岩　舟 合　計

建　物

林　野

車　両

その他

合　計

   管内全体の損害額は116,759千円となっており､損害種別では建物火災108,928千円が最も

多く､全体の約93%を占めています｡
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２．救 急 

救急出動件数は8,203件で、前年と比較すると160件の増加となり、過去最多となった。 

事故種別では、怪我などの「一般負傷」、「急病」、そして病院間の搬送となる「その他」

が増加した。 

救急出動件数は年々増加する傾向が続いており、要因としては、高齢者世帯の増加や、

猛暑による熱中症やインフルエンザ等の感染症流行による救急需要の増大が考えられる。 

 

※参考 

令和6年 熱中症 134件 インフルエンザ 35件 コロナ 80件 

令和5年 熱中症 138件 インフルエンザ 16件 コロナ 65件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　救急出動                                                                            (単位:件･人)  △減 増

栃木地域

大平地域

19

都賀地域

西方地域

19

管外

         　 地域別

　年中

令和6年 4,080 1,618 721 567 329 881 7 8,203

令和5年 4,148 1,534 724 511 297 817 12 8,043

比較 △ 68 84 △ 3 56 32 64 △ 5 160

令和6年 3,575 1,391 580 513 294 754 4 7,111

令和5年 3,591 1,327 606 452 270 704 10 6,960

比較 △ 16 64 △ 26 61 24 50 △ 6 151

(注)管外は､高速道路(東北道､北関東道)及び隣接市町｡

(2)事故種別

栃　木 大　平 藤　岡 都　賀 西　方 岩　舟 管　外 合　計

出

動

件

数

搬

送

人

員

　事故種別                                                                                (単位:件･人)  △減 順位

7

10

10

4

5

7

2

9

6

1

     　　　種別

　年中

令和6年 38 0 0 550 76 38 1,081 22 70 5,516 812 8,203

令和5年 38 0 1 561 94 39 1,010 23 85 5,471 721 8,043

比　較 0 0 △ 1 △ 11 △ 18 △ 1 71 △ 1 △ 15 45 91 160

令和6年 5 0 0 513 73 36 989 11 48 4,780 656 7,111

令和5年 12 0 1 535 89 38 916 14 63 4,707 585 6,960

比　較 △ 7 0 △ 1 △ 22 △ 16 △ 2 73 △ 3 △ 15 73 71 151

火 災 自 然 水 難 交 通 労 災 運 動 一 般 加 害 自 損 急 病 その他 合 計

出

動

件

数

搬

送

人

員
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３．救 助 

救助出動件数は109件で、前年と比較すると71件の減少となった。 

そのうち活動件数は60件で、前年と同数となった。 

救助出動は、119 番の通報内容から通信指令センターで判断し出動の指令をするため、

実際の現場で救助の必要が無かったということもあることから、出動件数の減少はその影

響が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

　救助出動                                      　　　　　　                        (単位:件)  △減

栃木地域

大平地域

藤岡地域

都賀地域

西方地域

岩舟地域

管外

             地域別

　年中

令和6年 59 16 8 8 2 15 1 109

令和5年 99 33 13 7 5 20 3 180

比　較 △ 40 △ 17 △ 5 1 △ 3 △ 5 △ 2 △ 71

令和6年 30 7 5 5 1 12 0 60

令和5年 35 8 7 3 2 2 3 60

比　較 △ 5 △ 1 △ 2 2 △ 1 10 △ 3 0

(2)事故種別

栃　木 大　平 藤　岡 都　賀 西　方 岩　舟 管　外 合　計

出

動

件

数

活

動

件

数

消防本部 消防総務課 
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